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平成 20 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成20年3月期(平成19年4月1日～平成20年3月31日)の業績予想について、平成19年5月22日付当社

「平成19年3月期 決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

１．平成 20 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 19年 4 月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回予想（Ａ） ６２,０００ １０ ８００ ６００

今回修正（Ｂ） ６５,０００ ▲３００    ８００ ▲８００

増減額（Ｂ－Ａ）  ３,０００ ▲３１０    －   ▲１,４００

増 減 率（％） ４.８ －  － －

前年実績（参考）   ５９,４３０ １０２ ４９８ ２５２

 

(２) 修正理由 

   売上高につきましては、パソコン本体については価格競争による単価の下落により前年割

れとなったものの、薄型テレビを中心としたデジタル AV 機器、及び、白物家電・エアコンを

中心とした家電製品の売上が第２四半期以降大きな伸びをしめしたこと、又、子会社の携帯電

話販売子会社が好調を維持したことにより 65,000 百万円（当初予想比：3,000 百万円の増加）

となる見込みであります。 

   営業利益につきましては、売上高は予想を上回ったものの、今年 3 月より合併した、

新潟の旧㈱真電（以下真電事業部とします。）の不採算部門の処理に時間を要してしまっ



 

たことによる経費増、又、インターネット通販子会社㈱イーネット・ジャパンと音楽ＣＤ、

ＤＶＤ販売子会社の㈱ＷＡＶＥについては DVD 販売が激しい価格競争に見舞われ、音楽

CD 販売はダウンロードビジネスに向かう等売上高の未達から相対的に経費増となり、前

期に引き続き営業赤字基調から脱却できなかったことから▲300 百万円（当初予想比：310
百万円の減少）となる見込みであります。 
経常利益につきましては、携帯電話販売事業が好調を維持し、第２四半期以降回復したノ

ジマの販売奨励金等が下支えとなり当初予想とおり 800 百万円となる見込みであります。 

   中間純利益につきましては、将来の収益の重しとなる過去のＭ＆Ａで発生したのれんの再

評価を行い、減損を行なうことといたしました。又、ノジマ、連結子会社ともに繰延税金資産

の戻し入れ、不採算店舗７店の減損（343 百万円）を行い将来の負債を一掃することにより、

▲800 百万円（当初予想比：1,400 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

(３) 通期（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3月 31 日） 

                         （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） １３３,０００ １２０ ２,０００ １,２８０

今回修正（Ｂ） １３５,０００ ▲１００    ２,４００ ２００

増減額（Ｂ－Ａ）  ２,０００ ▲２２０    ４００   ▲１,０８０

増 減 率（％） １.５ －  ２０.０ ▲８４.４

前年実績（参考）  １２７,７７４ ６９４ １,６３３ ７０７

 

（４） 修正理由 

通期の連結業績見通しにつきましては、中間期業績の未達の影響を引き続き受けるものの、

第２四半期以降、薄型テレビを中心としたデジタル AV 商品や、エアコン等の家電製品の業績

が好調なことに加え、携帯電話販売子会社の業績は好調であり、㈱イーネット・ジャパンにつ

きましてもDVD販売手法の変更から粗利益率の改善が実現し赤字も縮小することが予想される

こと、さらに減損を行なったのれんの償却負担も減少することから、売上高 135,000 百万円（当

初予想比：2,000 百万円の増加）、営業利益▲100 百万円（当初予想比：220 百万円の減少）、経

常利益 2,400 百万円（当初予想比：400 百万円の増加）、当期純利益 200 百万円（当初予想比：

1,080 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

２．平成20年3月期 単体業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 19年 4 月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 

       （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前回予想（Ａ） ４８,０００ ▲５８０ ３００ １７０

今回修正（Ｂ） ３７,５００ ▲７４０    ３３０ ▲４５０

増減額（Ｂ－Ａ）  ▲１０,５００ ▲１６０    ３０    ▲６２０

増 減 率（％） ▲２１.９ －  １０.０ －

前年実績（参考）   ４５,４７３ ▲３３ ３０２ １２２

 



 

(２) 修正理由 

   売上高につきましては、今期（平成 19 年 4 月 1 日）から、携帯電話販売事業を、ノジ

マ単体から、携帯電話卸売業を行う 100%子会社のソロンに会社分割を行ないました。 
当初は、継続的な業績の推移が把握しやすいようノジマ単体にて売上を計上する予定で

おりましたが、実態に見合った会計処理を行うことが重要であると考え、携帯電話販売事

業の売上をソロンに移行することにより 37,500 百万円（当初予想比：10,500 百万円の減

少）となる見込みであります。 
尚、この処理による連結売上高への影響は全くございません。 
営業利益につきましては、上記連結業績予想に記載のとおり、今年 3 月より合併した、

新潟の真電事業部の不採算部門の処理に時間を要してしまったことによる経費増に加え、

中間期末間際に出店した新規出店に伴うオープニングコストの負担により▲740 百万円

（当初予想比：160 百万円の減少）となる見込みであります。 
経常利益につきましては、第２四半期以降回復したノジマの販売奨励金等が下支えとな

り当初予想とおり 330 百万円（当初予想比：30 百万円の増加）となる見込みであります。 
中間純利益につきましては、上記連結業績予想に記載のとおり、繰延税金資産の戻し入

れ、不採算店舗７店の減損を行い将来の負債を一掃することにより、▲450 百万円（当初

予想比：620 百万円の減少）となる見込みであります。 
 
(３) 通期（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3月 31 日） 

                 （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） １００,０００ ▲８５０ １,０７０ ８２０

今回修正（Ｂ） ８０,０００ ▲１,０００    １,２００ １００

増減額（Ｂ－Ａ）  ▲２０,０００ ▲１５０    １３０    ▲７２０

増 減 率（％） ▲２０.０ －  １２.１ ▲８７.８

前年実績（参考）   ９４,６９９ ４９ ８６９ １７４

 

（４）修正理由 

   通期の単体業績予想につきましては、中間期業績の未達の影響を引き続き受けるものの、

連結の業績予想に記載のとおり、第２四半期以降、薄型テレビを中心としたデジタル AV 商品

や、エアコン等の家電製品の業績の好調に推移していることに加え、真電事業部の不採算部門

のスクラップが進むことにより赤字幅縮小も業績に寄与することから、特に負ののれんの償却

が残る経常利益は増益に転じ、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益は、それぞれ 80,000
百万円（当初予想比：20,000 百万円の減少）、▲1,000 百万円（当初予想比：150 万円の

減少）、1,200 百万円（当初予想比：130 百万円の増加）、100 百万円（当初予想比：720
百万円の減少）となる見込みであります。 

 

 

 

 

 



 

３．ご参考：前期の実績（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3月 31 日） 

 

   （前年連結業績の実績） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

中間期（4／1～9／30）   ５９,４３０ １０２ ４９８ ２５２

通 期（4／1～3／31）  １２７,７７４ ６９４ １,６３３ ７０７

 

（前年単独業績の実績） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

中間期（4／1～9／30）   ４５,４７３ ▲３３ ３０２ １２２

通 期（4／1～3／31）   ９４,６９９ ４９ ８６９ １７４

 

以   上 

 


